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論
文
要
旨

令
和
元
年
度

大
正
大
学
大
学
院

課
程
博
士
論
文

空
海
仮
託
書
の
研
究

大
正
大
学
大
学
院

仏
教
学
研
究
科

仏
教
学
専
攻

博
士
後
期
課
程

野
々
部

利
生

当
論
文
は
、
空
海
仮
託
書
の
価
値
を
再
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
言
教
学
史
の
再
構
築
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

真
言
教
学
史
に
は
、
空
海
が
教
学
を
大
成
し
た
た
め
に
、
済
暹
が
活
躍
す
る
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
、

真
言
教
学
の
発
展
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
定
説
と
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
定
説
に
は
疑
問

が
孕
ん
で
く
る
。
そ
れ
は
「
本
当
に
発
展
が
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

例
え
ば
、
空
海
か
ら
済
暹
ま
で
に
成
立
し
た
仮
託
の
書
で
あ
る
異
本
『
即
身
成
仏
義
』
に
は
、
空
海
の

諸
著
作
に
は
確
認
で
き
な
い
三
種
即
身
成
仏
思
想
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
こ
れ

を
教
学
的
発
展
と
捉
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
空
海
の
偽
書
、
す
な
わ
ち
仮
託
の
書
だ
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
空
海
仮
託
書
は
、
あ
る
種
不
当
な
評
価
を
受
け
て
き
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

ま
た
、
仮
託
の
書
に
関
す
る
先
行
研
究
は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
が
関
連
文
献
や
成
立
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
空
海
仮
託
書
を
個
別
的
に
論
じ
る
と
こ
ろ
に
留
ま
り
、
空
海
仮
託
書
と
い

う
視
座
を
設
け
て
、
総
合
的
に
仮
託
の
書
の
意
義
を
解
明
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
当
研
究
は
、
仮
託
の
書
と
い
う
理
由
で
埋
も
れ
て
い
た
空
海
仮
託
書
の
価
値
を
再
考
す
る

と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
真
言
教
学
史
の
枠
組
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

論
を
展
開
す
る
前
に
仮
託
の
書
と
言
っ
て
も
、
一
様
で
は
な
く
何
を
空
海
仮
託
の
書
と
す
べ
き
か
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
当
論
で
基
準
と
し
た
の
が
『
弘
法
大
師
全
集
』
で
あ
る
。

『
弘
法
大
師
全
集
』
の
凡
例
等
を
み
る
と
、
編
纂
主
任
で
あ
る
長
谷
宝
秀
師
が
真
偽
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
編
纂
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
当
論
で
は

『
弘
法
大
師
全
集
』
に
お
い
て

、

「
真
偽
未
決
」
と
さ
れ
た
著
作
を
主
に
扱
う
こ
と
に
し
た
。

、

。

こ
の
よ
う
な
研
究
の
目
的
と
仮
託
の
書
に
対
す
る
定
義
を
以
っ
て

全
六
章
に
亘
っ
て
検
証
を
試
み
た

以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
示
し
た
い
。

・
第
一
章

空
海
教
学
に
お
け
る
仮
託
の
論
書

第
一
章
で
は
、
真
言
教
学
の
始
点
で
あ
る
空
海
自
身
が
仮
託
の
書
（
偽
経
・
偽
論
）
を
ど
の
よ
う
に
扱

っ
て
い
た
か
を
考
察
し
た
。

体
系
的
な
真
言
教
学
を
も
た
ら
し
た
空
海
は

『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
『
菩
提
心
論
』
と
い
う
二
つ
の
仮

、

託
の
論
書
を
特
に
重
ん
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
当
時
、
両
論
は
偽
論
で
あ
る
可
能
性
が
論
じ

ら
れ
て
い
た
の
と
は
裏
腹
に
、
空
海
は
昂
然
か
つ
、
固
く
強
い
信
念
を
持
っ
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
空
海
は
こ
の
二
つ
の
「
仮
託
の
論
書
」
を
用
い
て
教
学
形
成
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
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に
は
二
つ
の
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
察
し
た
。
そ
れ
は
「
密
教
の
優
位
性
を
主
張
す
る
こ
と
」
と
「
仏

」

。

『

』

『

』

、

と
衆
生
の
関
係
性
を
示
す
こ
と

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

特
に

釈
摩
訶
衍
論

と

菩
提
心
論

は

前
者
の
意
図
に
お
い
て
活
用
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

空
海
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
所
説
の
不
二
摩
訶
衍
に
着
目
し
、
不
二
摩
訶
衍
を
絶
対
的
な
境
地
、
す
な
わ

ち
密
教
に
位
置
づ
け
た

『
菩
提
心
論
』
は
、
主
に
密
教
独
自
の
修
行
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
速
や
か
に

。

成
仏
す
る
こ
と
を
示
す
典
拠
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
空
海
は
仮
託
の
書
を
大
い
に
活
用
し
、
真
言
教
学
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

・
第
二
章

空
海
に
纏
わ
る
仮
託
書

第
二
章
で
は
、
先
行
研
究
の
紹
介
を
兼
ね
て
異
本
『
即
身
成
仏
義

『
秘
蔵
記

『
御
遺
告
』
に
つ

』
、

』
、

い
て
論
及
し
、
空
海
仮
託
書
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

ま
ず
、
空
海
仮
託
の
書
を
扱
う
う
え
で
重
要
な
基
準
と
な
る
空
海
の
撰
述
目
録
、
す
な
わ
ち
「
御
作
目

録
」
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
私
見
を
述
べ
た
。

『
弘
全
』
所
収
の
一
四
本
の
「
御
作
目
録
」
に
は

「
単
純
に
空
海
の
著
作
だ
と
考
え
て
い
た
も
の
を

、

収
録
す
る
目
録
」
と

「
聖
教
蔵
の
蔵
書
目
録
的
要
素
を
兼
ね
る
目
録
」
が
あ
る
と
意
見
を
述
べ
た
。

、

ま
た
『
弘
全
』
に
は
覚
鑁
集
と
さ
れ
る
目
録
が
、
ど
う
い
う
訳
か
三
本
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
検
討
・
写
本
の
奥
書
の
精
査
を
行
い
、
三
本
の
う
ち
『
大
遍
照
金
剛
御
作
書

目
録
』
は
、
覚
鑁
に
仮
託
さ
れ
た
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

次
に
異
本
『
即
身
成
仏
義

『
秘
蔵
記

『
御
遺
告
』
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年

』
、

』
、

代
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
、

安
然
以
前
…
…
…
…
『
異
本
二

『
秘
蔵
記
』

』
、

安
然
〜
済
暹
…
…
…
『
異
本
一

『
異
本
三

『
異
本
五

『
御
遺
告
』

』
、

』
、

』
、

済
暹
以
後
…
…
…
…
『
異
本
四

『
異
本
六
』

』
、

と
い
う
結
果
を
得
ら
れ
た
。
こ
の
三
つ
の
成
立
年
代
が
、
仮
託
書
の
成
立
期
を
示
す
一
つ
の
指
針
と
な
る

だ
ろ
う
。

『
異
本
四
』
と
『
異
本
六
』
は

『
異
本
三
』
と
『
異
本
五
』
と
類
似
す
る
著
作
と
考
え
れ
ば
、
全
て

、

の
著
作
が
空
海
か
ら
済
暹
に
至
る
ま
で
の
二
〇
〇
年
間
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
『
御
遺
告
』
は
、
寺
院
を
管
轄
す
る
権
利
を
主
張
す
る
者
が
「
空
海
の
権
威
に
乗
じ
て
」
偽
作

し
た
と
す
る
、
苫
米
地
誠
一
師
、
武
内
孝
善
師
の
踏
襲
し
た
。
こ
れ
は

『
御
遺
告
』
が
成
立
し
た
と
さ

、

れ
る
九
五
〇
年
頃
に
弘
法
大
師
信
仰
が
高
揚
し
、
空
海
の
著
作
が
聖
典
、
祖
典
と
化
し
た
こ
と
の
現
れ
で

も
あ
る
。

す
な
わ
ち
仮
託
の
書
の
特
性
は
、

・
空
海
か
ら
済
暹
と
い
う
二
〇
〇
年
間
に
成
立
し
て
い
る
著
作
が
多
数
で
あ
る
。

・
厳
密
に
分
類
す
れ
ば
三
つ
の
成
立
期
を
定
義
付
け
ら
れ
る
。

・
そ
の
期
間
に
高
ぶ
り
を
み
せ
た
弘
法
大
師
信
仰
と
の
重
要
な
関
係
性
を
有
す
る
。

と
い
う
三
点
が
第
二
章
で
の
結
論
と
な
る
。

第
三
章
以
下
は
こ
の
三
つ
の
成
立
期
を
基
準
と
し
て
、
文
献
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

・
第
三
章

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
い
て

第
三
章
は
、
前
章
で
の
区
分
で
言
え
ば
最
初
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
に
つ
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い
て
、
写
本
な
ど
を
用
い
た
書
誌
学
的
観
点
と

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
を
通
読
し
て
の
内
容
的
観
点
か
ら

、

考
察
を
行
っ
た
。

書
誌
学
的
観
点
か
ら
考
察
し
た
結
果
、
筆
者
が
閲
覧
し
た
限
り
の
写
本
に
お
い
て
『
四
種
曼
荼
羅
義
』

と
、
そ
の
類
本
で
あ
る
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
は
大
き
な
変
化
を
せ
ず
、
今
に
至
っ
て
い
る
と
の
所
感

を
述
べ
た
。
そ
し
て
写
本
を
探
求
し
て
い
く
過
程
で
『
四
種
曼
荼
羅
義
問
答
』
と
い
う
新
出
の
類
本
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
文
翻
刻
を
掲
載
し
た
。

従
来

『
四
種
曼
荼
羅
義
問
答
』
は
先
行
研
究
に
よ
っ
て
『
四
種
曼
荼
羅
義
口
決
』
の
異
名
と
さ
れ
る

、

説
も
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
諸
師
の
「
御
作
目
録
」
に
記
載
が
あ
る
ご
と
く

『
四
種
曼
荼
羅

、

義
』
の
類
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
空
海
の
思
想
に
準
拠
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

、

こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
は
、
空
海
の
思
想
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
一

、

。

歩
進
ん
だ
論
理
を
展
開
し

粗
略
な
が
ら
も
教
学
的
発
展
を
遂
げ
た
著
作
で
あ
る
と
言
え
る
も
の
で
あ
る

そ
し
て
関
連
す
る
史
料
で
あ
る
「
承
和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
符
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
言

及
し
た
。
当
該
官
符
は
真
言
宗
が
年
分
度
者
を
賜
っ
た
時
の
太
政
官
符
で
あ
る
が
、
内
容
と
日
付
が
異
な

る
「
承
和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
符
」
と
「
承
和
二
年
正
月
二
十
三
日
付
の
太
政
官
符
」
が
存

在
す
る

「
承
和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
符
」
に
は
度
者
の
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
『
四
種
曼

。

荼
羅
義
』
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
を
検
討
し
た
う
え
で

「
承
和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
」

、

が
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
以
前
に
偽
作
さ
れ
た
と
す
る
武
内
孝
善
師
の
説
に
従
っ
た
。

・
第
四
章

『
三
業
十
条
義
』
と
『
金
剛
界
業
義
』
に
つ
い
て

第
四
章
は
前
章
の
『
四
種
曼
荼
羅
義
』
と
「
承
和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
符
」
の
問
題
を
さ

ら
に
追
求
す
る
た
め
に

『
三
業
十
条
義
』
と
『
金
剛
界
業
義
』
と
い
う
文
献
を
扱
っ
た
。

、

『
三
業
十
条
義
』
は
「
金
剛
界
業
義

「
胎
蔵
界
業
義

「
声
明
業
義
」
の
三
つ
の
義
に
つ
い
て
、

」
、

」
、

そ
れ
ぞ
れ
十
条
を
設
け
て
問
答
が
展
開
す
る
著
作
で
あ
る

金
剛
界
業
義

は

三
業
十
条
義

の

金

。『

』

、『

』

「

剛
界
業
義
」
に
あ
た
る
箇
所
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
有
す
る
。

『
三
業
十
条
義
』
の
内
容
を
検
討
す
る
と

「
金
剛
界
業
義

（

金
剛
界
業
義

）
は

『
四
種
曼
荼
羅

、

」
『

』

、

』

。

『

』

、

義
口
決

の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

こ
れ
は

四
種
曼
荼
羅
義

が
類
本
の
み
な
ら
ず

様
々
に
形
を
変
え
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
が
い
か
に
広
く
受
容
さ
れ

、

て
い
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に

『
三
業
十
条
義
』
と
『
金
剛
界
業
義
』
は
そ
の
書
名
や
内
容
構
成
か
ら

「
承
和
二
年
正
月
二

、

、

十
二
日
付
の
太
政
官
符
」
に
記
載
さ
れ
る
、
度
者
が
学
ぶ
べ
き
経
論
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を

指
摘
し
得
る
。「

」

、

両
文
献
が

承
和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
符

と
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
な
ら
ば

考
察
結
果
か
ら
導
き
出
し
た
『
金
剛
界
業
義
』
の
成
立
年
代
は
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
で
あ
り

「
承

、

和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
符
」
の
成
立
年
、
す
な
わ
ち
聖
賢
撰
『
高
野
大
師
御
広
伝
』
を
初
出

と
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
以
前
の
成
立
と
す
る
説
か
ら
、
さ
ら
に
成
立
年
を
上
げ

る
も
の
で
あ
る
。

『
三
業
十
条
義
』
と
『
金
剛
界
業
義
』
や
「
承
和
二
年
正
月
二
十
二
日
付
の
太
政
官
符
」
は
、
ま
さ
に

空
海
の
著
作
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
仮
託
書
が
、
空
海
御
作
と
し
て
祖
典
化
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
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り
、
そ
こ
に
は

「
空
海
の
著
作
を
学
ぶ
べ
き
」
と
考
え
る
者
が
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

、

・
第
五
章

『
金
剛
界
降
三
世
五
重
結
護
』
に
つ
い
て

空
海
仮
託
の
書
が
多
く
成
立
し
た
約
二
〇
〇
年
間
に
成
立
し
た
テ
キ
ス
ト
に
は
、
事
相
に
関
す
る
著
作

が
多
く
を
占
め
る
。
そ
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
て
、
第
五
章
で
は
『
降
三
世
五
重
結
護
』
に
つ
い
て
論
述

し
た
。

主
に
『
降
三
世
五
重
結
護
』
の
変
遷
、
内
容
、
関
連
文
献
と
い
う
三
つ
の
視
点
に
よ
っ
て
論
を
展
開
し

た
。写

本
や
版
本
の
内
容
を
検
討
す
る
と

『
降
三
世
五
重
結
護
』
は
石
山
寺
系
統
・
元
禄
版
系
統
・
享
保

、

版
系
統
の
三
系
統
の
内
容
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
得
た
。

内
容
を
検
討
す
る
と
、
基
本
的
に
は
金
剛
界
法
の
次
第
を
ベ
ー
ス
と
し
て
随
所
に
教
理
的
理
解
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
冒
頭
に
説
か
れ
る
五
重
結
護
と
い
う
作
法
が
諸
々
の
事
相
法
流
で
「
折
紙

「
切
紙
」
な
ど
で

」

伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
野
方
に
相
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
五
重
結
護
以
外

の
箇
所
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
安
然
の
著
作
を
参
考
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
多
々
見
受
け
ら

れ
た
。

そ
し
て
新
出
の
関
連
文
献
で
あ
る
『
降
三
世
立
色
法
』
の
本
文
翻
刻
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
写
本

の
伝
存
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
と
『
降
三
世
立
色
法
』
は
、
天
台
宗
関
係
の
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
天

台
で
受
容
さ
れ
て
い
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

『
降
三
世
五
重
結
護
』
と
一
部
内
容
を
同
じ
に

。

す
る
『
降
三
世
立
色
法
』
が
天
台
宗
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

『
降
三
世
五
重
結
護
』
が
台

、

密
の
学
匠
で
あ
る
安
然
の
著
作
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
に
関
連
性
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
終
的
に
小
野
流
に
関
す
る
人
物
が
『
降
三
世
五
重
結
護
』
を
一
〇
世
紀
頃
に
著
し
た
と
す
る
の
が
、

現
時
点
で
の
判
断
と
し
た
。
こ
の
成
立
年
代
は
第
二
章
で
い
う
安
然
か
ら
済
暹
ま
で
に
成
立
し
た
著
作
に

該
当
す
る
。

・
第
六
章

『
雑
問
答
』
に
つ
い
て

最
終
章
で
は
『
雑
問
答
』
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た

『
四
種
曼
荼
羅
義
』
は
安
然
以
前

『
三
業
十
条

。

、

義

『
金
剛
界
業
義

『
降
三
世
五
重
結
護
』
は
安
然
か
ら
済
暹
の
間
の
成
立
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ

』
、

』
、

ら
と
は
裏
腹
に
『
雑
問
答
』
の
成
立
年
代
を
探
求
す
る
と
、
恐
ら
く
済
暹
以
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

済
暹
の
時
代
よ
り
空
海
の
著
作
に
つ
い
て
深
く
学
ば
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の

よ
う
に
教
学
研
鑽
が
盛
ん
に
な
る
状
況
下
で
誕
生
し
、
受
容
・
流
布
さ
れ
た
『
雑
問
答
』
は
あ
る
種
、
何

か
し
ら
の
魅
力
が
あ
っ
た
著
作
と
言
え
よ
う
。

、

『

』

。

内
容
を
検
討
す
る
と

書
名
の
通
り

雑
問
答

は
種
々
雑
多
な
問
答
を
寄
せ
集
め
た
著
作
で
あ
っ
た

し
か
し
、
そ
の
核
と
な
る
部
分
は
後
世
、
論
義
の
算
題
に
さ
れ
る
よ
う
な
『
大
日
経
』
に
関
す
る
内
容
が

多
く
を
占
め
て
い
た
。

な
ぜ
『
雑
問
答
』
が
受
容
さ
れ
た
か
考
え
た
時
に
、
空
海
の
言
葉
と
し
て
『
大
日
経
』
の
問
題
に
つ
い

て
語
ら
れ
る
『
雑
問
答
』
は
、
当
時
の
人
に
と
っ
て
極
め
て
高
い
価
値
を
有
す
る
著
作
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。

ま
た

『
雑
問
答
』
の
一
部
内
容
が
相
似
す
る
『
真
言
二
字
義
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
論
述
し
た
。

、

『
真
言
二
字
義
』
は
文
体
が
異
な
る
ま
で
も

『
雑
問
答
』
の
内
容
と
符
合
し
て
い
る
。
済
暹
以
前
に
成

、
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立
し
、
済
暹
自
身
も
著
作
中
で
引
用
し
て
い
る
『
真
言
二
字
義
』
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

『
雑
問
答
』
が

、

受
容
さ
れ
た
一
側
面
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
雑
問
答
』
は
『
大
日
経
疏
』
の
理
解
を
記
す
著
作
に
も
拘
わ
ら
ず
、
空
海
御
作
と
さ
れ

る
こ
と
に
真
価
が
あ
り
、
そ
の
点
を
鑑
み
れ
ば
当
時
の
人
々
が
い
か
に
空
海
を
尊
崇
し
て
い
た
か
を
教
え

て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

各
章
の
考
察
結
果
を
総
合
的
に
捉
え
れ
ば
、
空
海
か
ら
済
暹
に
至
る
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
、
教
学
的

な
発
展
は
な
か
っ
た
と
す
る
定
説
は
修
正
の
余
地
が
で
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
容
こ
そ
素
朴

で
あ
り
、
中
世
以
降
の
教
学
研
鑽
の
実
績
と
比
較
す
る
と
実
に
簡
略
で
は
あ
る
が
、
少
な
か
ら
ず
空
海
教

学
に
対
す
る
修
学
の
形
跡
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
空
海
仮
託
の
書
は
、
当
時
の
修
学
内
容
・
空
海
へ
の
信
仰
・
人
物
の
動
向
な
ど
様
々
な
事

、

。

柄
を
示
し
て
く
れ
て
お
り

真
言
宗
に
お
い
て
教
学
的
・
歴
史
的
に
十
分
な
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

換
言
す
れ
ば
、
仮
託
書
の
否
定
は
、
仮
託
書
を
用
い
て
教
学
を
築
い
て
き
た
諸
学
匠
の
功
績
や
、
仮
託

の
論
書
を
重
要
視
し
て
い
た
空
海
を
も
否
定
し
か
ね
な
い
行
為
で
あ
る
。

仮
託
の
書
は
そ
の
多
さ
か
ら
、
全
て
を
扱
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
の
考
察
に
よ
っ
て

空
海
仮
託
の
書
の
正
当
な
評
価
と
、
新
た
な
真
言
教
学
史
の
枠
組
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
提
案
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。


